
需用費 2,185,256円（消耗品費 1,280,438円　燃料費 122,577円　光熱水費 356,778円　施設等修繕
料 289,905円　物品修繕料 135,558円）　役務費 33,600円（検査手数料 15,000円　し尿収集手数料
18,600円）　委託料 3,189,731円（設備等保守点検業務委託料 220,000円　施設管理業務委託料
2,859,731円　各種業務委託料 110,000円）　原材料費（各種原材料費） 570,000円　備品購入費（庁
用器具購入費） 159,570円

備　 考

項 2 観光費 目 4 公園費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 6 商工費

  うち繰越分↓
7,474,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 5,511,498

  うち繰越分↓
6,138,157

  うち繰越分↓
10,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担 13,000

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
10,000

  うち繰越分↓
 その他(d) 13,000

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

7,484,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 5,524,498
  うち繰越分↓

6,138,157

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　「シルバー人材センター（※社協と契約）」に清掃業務等を委託し、芝生の管理や、トイレ及び園内の掃
除、簡易な修繕を行う。また、パークゴルフ場周辺は、「東みよし町パークゴルフ協会」がボランティアにて
管理している。大がかりな枯れ木処分や竹林伐採等については「三好東部森林組合」に随時委託する。
　また、河川区域であるため、吉野川の氾濫時には、園内の備品及び、東西にあるトイレの一時撤去を行
う。トイレは「三誠建機」に委託し、台風時等の待機を依頼している。その他備品の撤去は、「シルバー人
材センター」「町パークゴルフ協会」「加茂サッカ－スポーツ少年団」「東みよしＴＦ」「町職員」が行っている。
吉野川の水位が警戒水位に達すると予定された段階より、貞光出張所の担当者との連絡のやりとりを行
いつつ該当する物件（備品）の撤去計画に基づき、前述する協力団体に依頼を行う。災害復旧作業は「シ
ルバー人材センター」が中心となって行う。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　全エリアにおいて、年々利用率が上昇している。
　パークゴルフの利用頻度が高く、火曜日の芝生養生日以外はほぼ100％の利用がある。
　平成30年度より夏場のじゃぶじゃぶ池利用に向けて地下水をくみ上げ水を入れている。
　令和4年度に豪雨又は台風による増水でのトイレ等の撤去作業はなかった。

特記事項
平成31年4月より施行　　　【使用料】 1時間あたり ※町外のみ
○イベント広場…2,000円　○サッカーコートＡ…3,000円　○サッカーコートＢ…2,500円
○パークゴルフ場…無料　○多目的広場…3,000円　○陸上施設…2,000円

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

不特定多数の利用者 対 象 者
約30,000人

利用者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　人と河川の交流の場とし、河川愛護の精神を養い、スポーツ、レクリエーション等活動を通じて健康の保
持及び体力の向上を図り、さらに、人と人との交流を深める場。

事業継続年数 事業開始年度 平成17年度

分野別施策 ４　観光・交流の振興 所 属 長 山下 真広

主な施策 １　既存観光・交流資源の充実・活用 電話番号 79-5339

第２次
総合計画体系

政策目標 ３　にぎわいのあるまち 担当部署 産業課

根拠法令等 東みよし町水辺の楽校条例

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 水辺の楽校ぶぶるパークみかも管理事業 整理番号 1309-047

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


